2015年3月憲法宣伝スポット（例）
○○駅ご利用のみなさん、ご通行中のみなさん、こんにちは。

　私たちは憲法共同センターです。戦争する国づくりストップ！憲法を守り･いかそうと、労働組合や女性団体、医療団体、農民団体、法律家団体などが参加しています。憲法9条にちなんで、毎月９の日を中心に全国各地で宣伝･署名行動を行なっています。ぜひビラをお読みいただき、憲法署名（集団的自衛権行使反対、秘密保護法廃止、核兵器廃絶署名などの署名）にご協力ください。

　みなさん。日本は、戦後７０年、戦争により誰も殺さず、誰も殺されないという世界史的奇跡を実現してきました。

　この奇跡を実現できたのは、憲法９条を擁する恒久平和主義を採用した日本国憲法が自衛隊の活動を制限し、自衛隊の武器の使用を制限してきたからです。

憲法９条がこの国にあったからこそ、私たちは戦争により誰も殺さず、誰も殺されずにすんできました。

　しかし、安倍政権は、昨年７月１日、憲法９条の理念を踏みにじる集団的自衛権の行使を容認する閣議決定を強行し、１月２６日から始まった通常国会で安全保障関連法案を成立させ、自衛隊の活動範囲を大幅に拡大し、現実に武器を
使用できるように、つまり自衛隊が海外で戦争に参加できるように変えようとしています。
　安全保障関連法案の具体的文言は、まだ法案が提出されていないので明らかになっていません。しかし、政府と自民党、公明党による安全保障関連法案に関する与党協議が本格化する中で、憲法の平和主義の理念に基づき自衛隊に課せられたさまざまな制限を一気に取り払おうとする安倍政権の強引な姿勢が明らかになっています。
　安倍政権は、周辺事態法を改正し、自衛隊の活動範囲の地理的制限を取り払い、自衛隊が他国軍の支援をいつでもできるようにするため、自衛隊の恒久派兵法を新たに制定しようとしています。
　従来の政権は、イラク特別措置法、テロ対策特別措置法など、自衛隊を海外派兵するためには、国会での議論を経て、特別措置法を立法し、自衛隊の海外派兵を限定的に認めて来ました。

　しかし、安倍政権は、自衛隊の恒久派兵法を新たに制定することで、いつでも世界のどこにでも自衛隊を派兵できるようにしようとしています。
　また、これまで自衛隊が武器を使用できたのは、「正当防衛」に該当するような場合だけでしたが、安倍政権は、自衛隊の武器使用の制限を取り払い、アメリカ軍の防護やＰＫＯなどの自衛隊の海外活動での他国の軍隊への駆けつけ警護などで、自衛隊が現実に武器を使用できるように変えようとしています。
　何よりも、大きな変化は、これまで日本が侵略を受けた場合に自衛するための戦力であるとされてきた自衛隊を日本が直接攻撃を受けていなくても、集団的自衛権に基づいて自衛隊が武力行使できるように「存立事態」という概念を新たに法制化しようとしていることです。
　「存立事態」とは、日本と密接に関係する他国が武力攻撃などを受けて戦争状態になった時、日本が直接攻撃を受けていなくても、国の存立や安全が脅かされたり、国民の権利が侵害されたりする明白な危険があれば、自衛隊の武力行使が認められる場合を指しています。
　日本以外の国が戦争状態になった時でも自衛隊は、武力行使をできるようにしているのです。
　これでは、もはや、自衛隊は自衛隊とは呼べず、ただの軍隊です。安倍政権は、自衛隊を軍隊に変え、いつでも、世界のどこででも、戦争に参加できるようにしているのです。これほど、危険な変化があるでしょうか。
　安倍政権の提案する安全保障関連法案が成立してしまえば、戦後７０年、平和憲法の下、決して軍事力を行使することなく平和外交により積み上げてきた日本の海外での信頼・信用が損なわれてしまうことは明らかです。
　絶対にこのような法案の提出を阻止しなければなりません。
　安全保障法案の国会への提出は、統一地方選の後と言われています。つまり、統一地方選の結果次第では、安全保障法案の国会への提出を止めることができるかも知れません。みなさん、是非とも統一地方選では、「平和」という観点で候補者を選別して下さるようお願いいたします。
　みなさん。今年は戦後70年、被爆70年という重要な年です。安倍首相は、アジア･太平洋戦争を侵略戦争ではなく「正しい戦争」と美化し、中国や韓国などへの反省は口先だけで、戦後の体制を根本からかえることを信念にする独特の歴史認識をもつ特別な政治家です。安倍首相の思想と行動は、アメリカをはじめ世界から警戒されています。

　「戦争する国ノー」「国防軍の創設は反対」と、声をあげるときではないでしょうか。憲法９条は侵略戦争への深い反省から、「二度と戦争をしない」というアジアと世界に対する不戦の誓いです。どの世論調査でも憲法第9条を支持するという声が多数です。いまこそ憲法第9条にもとづく外交で、世界とアジア、北東アジアの平和を実現しましょう。

　みなさん。憲法を守りいかそう、憲法第9条壊すなの運動は大きく広がっています。さまざまな団体の新しい共同も始まっています。5月3日には横浜で大集会も予定されています。（＊それぞれの地域に合わせて）
　憲法第9条を守ろうという署名をお願いしています。またチラシを配っています。どうぞご協力ください。

　ご清聴ありがとうございます。

